
目

一
は
じ
め
に

二
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
基
本
的
罪
数
関
係

三
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
る
諸
事
例

四
最
高
裁
判
例
に
お
け
る
犯
罪
の
「
吸
収
」
の
意
味

五
お
わ
り
に

次

虫

明

三
六
七

公
職
選
挙
法
上
の
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
罪
数
関
係

最
高
裁
判
例
に
お
け
る
犯
罪
の
「
吸
収
」
概
念
の
検
討
I

満
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て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

後
の

ら
ず
、
判
例
で
は
、
数
個
の
事
実
が
一
罪
と
な
る
場
合
に
、

「
吸
収
関
係
」
概
念
の
再
検
討
が
ま
す
ま
す
要
請

こ
こ
で
も
昭
和
四
一
年
の
大

罪
数
論
に
お
け
る
「
吸
収
関
係

(
K
o
n
s
u
m
t
i
o
n
)
」
と
い
う
概
念
は
、
学
説
上
必
ず
し
も
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

（
共
謀
に
よ
る
）
供
与
罪
に
「
吸
収
」

ろ
で
あ
り
、

さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

一
方
の
犯
罪
が
他
方
の
犯
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
公
選
法
上
の
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
罪
数
関
係
に
関
す
る
最
高
裁
判
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
供
与
資
金
が
授
受
さ
れ
、

そ
の
後
に
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
先
の
交
付
．
受
交
付
罪
は

(
l
)
 

さ
れ
る
と
す
る
の
が
、
昭
和
四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
以
来
の
確
立
し
た
判
例
と
な
っ

こ
の
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
事
例
を
通
し
て
争
わ
れ
る
と
こ

(
3
)
 

そ
れ
が
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
及
び
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁
決
定
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
判
例

の
意
義
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
解
釈
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
最
近
の
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
、
先

に
共
謀
に
よ
る
供
与
が
実
行
さ
れ
た
後
で
、
供
与
資
金
が
交
付
さ
れ
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
交
付
罪
は
供
与
罪
に
「
吸
収
」

と
す
る
も
の
が
現
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
た
な
事
例
に
お
い
て
犯
罪
の

法
廷
判
決
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
現
在
、
学
説
上
の

「
吸
収
」
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、

さ
れ
る

そ
こ
で
本
稿
は
、
公
選
法
上
の
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
罪
数
関
係
に
関
す
る
じ
述
の
最
高
裁
判

例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
例
の
い
う
犯
罪
の
「
吸
収
」
概
念
の
是
非
に
つ
い
て
考
察
し
、

に
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

は

じ

め

に

あ
わ
せ
て
両
者
の
罪
数
関
係
は
如
何

三
六
八
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

あ
れ
ば
、
供
与
罪
と
の
罪
数
問
題
は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
l
)
最
判
（
大
）
昭
和
四
．
年
七
月
.
ご
一
日
刑
集
：

0
巻
六
号
六
こ
：
二
頁
。

(
2
)
最
判
昭
和
四
三
年
：
日
月
一
：
日
刑
集
二
二
巻
一
二
号
九
五
頁
。

(
3
)
最
決
昭
和
四
五
年
鼻
；
月

1iO日
刑
集
一
↓
四
巻

1口
号

1六
四
七
貞
゜

(
4
)
最
決
昭
和
L

へ
年
じ
月
＾
七
日
刑
集
四

0
巻
五
号
：
―
-
九
七
頁
。

交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
基
本
的
罪
数
関
係

三
六
九

公
選
法
ニ
ニ
一
条
一
項
↓
号
は
、
「
当
選
を
得
若
し
く
は
得
し
め
又
は
得
し
め
な
い
目
的
を
も
つ
て
選
挙
人
又
は
選
挙
運
動
者
に
対

し
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
若
し
く
は
公
私
の
職
務
の
供
与
」
を
し
た
と
き
を
処
罰
し
、
同
五
号
は
、
「
第
一
号
…
…
に
掲
げ

る
行
為
を
さ
せ
る
目
的
を
も
つ
て
選
挙
運
動
者
に
対
し
金
銭
若
し
く
は
物
品
の
交
付
」
を
し
又
は
「
選
挙
運
動
者
が
そ
の
交
付
を
受
け
」

た
と
き
を
処
罰
す
る
。
前
者
が
供
与
罪
で
あ
り
、
後
者
が
交
付
．
受
交
付
罪
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
区
別
は
、
供
与
が
、
相
手
方
の

所
得
に
帰
せ
し
め
る
意
思
で
金
品
等
の
財
産
上
の
利
益
を
授
受
す
る
こ
と
を
い
う
の
に
対
し
、
交
付
は
、
相
手
方
に
寄
託
す
る
目
的
で
金

銭
又
は
物
品
の
所
持
を
移
転
す
る
こ
と
を
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
付
．
受
交
付
行
為
の
後
で
供
与
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、

両
者
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、

か
に
つ
き
議
論
が
あ
る
の
で
、

そ
も
そ
も
供
与
の
共
謀
者
間
に
お
け
る
金
銭
の
授
受
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
を
構
成
す
る
か
ど
う

ま
ず
こ
の
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、

そ
の
場
合
に
交
付
．
受
交
付
罪
は
成
立
し
え
な
い
の
で

と
こ
ろ
で
、
交
付
．
受
交
付
行
為
は
、
昭
和
九
年
の
旧
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
一
部
改
正
以
来
処
罰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
現
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在
の
公
選
法
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る
の
あ
る
が
、

そ
れ
ま
で
は
処
罰
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
直
接
相
手
方
を
買
収
す
る

も
の
で
な
く
て
も
、
他
人
を
買
収
さ
せ
る
目
的
で
そ
れ
に
要
す
る
金
品
を
交
付
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
選
挙
の
公
明
を
傷
つ
け
そ
の
腐
敗

を
招
く
行
為
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
供
与
罪
と
は
別
に
独
立
の
構
成
要
件
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ヽ
も

4ヽ

し
カと
は
い
え
、

三
七
〇

一
方
、
交

付
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
相
手
方
で
あ
る
受
交
付
者
と
の
間
に
供
与
の
相
手
方
、
金
品
の
額
等
に
つ
い
て
相
互
了
解
が
存
し
、
し
た
が
っ

て
供
与
罪
の
共
謀
が
成
立
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
供
与
の
共
謀
者
間
の
金
銭
の
授
受
に
つ
い
て
は
、

判
例
は
長
い
間
交
付
．
受
交
付
罪
の
成
立
を
否
定
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
共
同
正
犯
は
本
来
其
の
共
同

の
犯
罪
に
付
て
は
法
律

t
「
同
身
一
体
」
の
関
係
に
あ
る
と
し
、
交
付
は
、
「
共
犯
者
相
互
ノ
内
部
関
係
二
於
ケ
ル
供
与
資
金
ノ
授
受
若
ハ

供
与
ヲ
為
ス
ニ
至
ル
ヘ
キ
一
階
梯
タ
ル
行
為
に
過
キ
ス
」
と
し
、
「
共
謀
者
内
部
ノ
関
係
二
於
ケ
ル
金
員
供
与
実
行
ノ
為
ニ
ス
ル
準
備
的
行

動
二
外
ナ
ラ
サ
ル
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る
に
、
判
例
特
有
の
共
謀
共
同
正
犯
理
論
（
共
同
意
思
主
体
説
）
に
よ
っ
て
、
共
謀
者

間
の
金
銭
の
授
受
は
、
共
謀
者
の
内
部
に
お
け
る
い
わ
ば
右
手
か
ら
左
手
に
金
銭
が
移
動
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
結
論
は
、
戦
後
の
多
く
の
高
裁
判
例
に
も
引
き
つ
が
れ
た
の
で
あ
る
。

共
謀
者
間
の
金
銭
の
授
受
に
つ
き
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
成
立
し
な
い
と
考
え
る
と
、
共
謀
に
か
か
る
買
収
が
実
現
せ
ず
、

供
与
等
の
罪
責
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
交
付
．
受
交
付
の
当
事
者
は
一
切
処
罰
を
免
れ
る
こ
と
に
な
り
、
た
ま
た
ま
買
収

の
共
謀
を
伴
わ
な
い
交
付
．
受
交
付
が
処
罰
さ
れ
る
の
と
比
較
し
て
著
し
く
権
衡
を
失
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
交
付
．
受
交
付
と
し
て

起
訴
さ
れ
た
者
は
、
授
受
金
品
を
更
に
他
の
第
三
者
に
供
与
す
る
共
謀
を
な
し
て
い
た
と
弁
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

(
8
)
 

る
こ
と
に
な
り
不
合
理
で
あ
る
。
そ
し
て
、

無
罪
へ
の
途
が
開
け

こ
の
よ
う
な
不
合
理
を
意
識
し
て
か
、
戦
後
の
高
裁
判
例
の
中
に
は
、
供
与
の
共
謀
者
間
の

金
銭
の
授
受
に
つ
い
て
も
交
付
．
受
交
付
罪
の
成
立
を
認
め
る
も
の
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
は
、
昭
和
四
一
年
の

(10) 

大
法
廷
判
決
に
お
い
て
、
大
審
院
以
来
の
判
例
を
変
更
し
、
供
与
の
共
謀
者
間
の
金
銭
授
受
に
つ
い
て
も
交
付
．
受
交
付
罪
の
成
立
す
べ
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

び
受
交
付
の
行
為
を
独
立
し
て
処
罰
の
対
象
と
し
、

意
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
し
、
「
交
付
又
は
受
交
付
の
行
為
が
い
わ
ゆ
る
買
収
に
い
た
る
た
め
の
準
備
的
行
為
で
あ
り
、

し
た
者
の
相
互
間
に
お
け
る
内
部
的
な
行
為
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
の
QJ
罰
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
特
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
処
罰

す
る
旨
の
規
定
を
設
け
た
立
法
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

判
例
に
お
け
る
共
謀
共
同
正
犯
論
に
問
題
の
あ
る
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
供
与
の
共
謀
者
間
の
金
銭
の
授
受
で
あ
っ
て
も
、
相
手
方

に
寄
託
す
る
目
的
で
金
銭
の
所
持
を
移
転
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
こ
れ
が
交
付
．
受
交
付
罪
の
構
成
要
件
に
該
背
す
る
行
為
で

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、

そ
れ
を
不
可
罰
と
す
る
と
、
前
述
の
よ
う
な
不
合
理
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
買
収
に
い
た
る
前
段

階
の
行
為
を
独
立
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
立
法
趣
旨
に
も
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
供
与
の
共
謀
者
間
の
金
銭
の
授

受
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
を
構
成
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
妥
当
で
あ
る
。

(
l
)
大
判
昭
和
ロ
一
年
二
月
．
五
日
刑
集
一
六
巻
―
四
九
頁
、
小
林
充
．
「
公
職
選
挙
法
」
注
釈
特
別
刑
法
第
こ
巻
（
昭
和
五
八
年
）
ニ
―
:
」
ハ
頁
、

浦
辺
衛
1
1

林
修
．
「
選
挙
犯
罪
」
総
合
判
例
研
究
叢
書
刑
法
⑬
（
昭
和
；
斤
九
年
）
．
二
貝
゜

(
2
)
小
林
・
前
掲
「
公
選
法
」
二
六
九
頁
、
浦
辺
1
1

林
・
前
掲
「
選
挙
犯
罪
」
三
七
頁
。

(
3
)
小
林
充
．
「
公
職
選
挙
法
ニ
ニ

1

条
一
項
一
号
の
供
与
等
を
共
謀
し
た
者
の
間
に
お
け
る
金
銭
又
は
物
品
の
授
受
と
同
条
項
五
号
の
交
付
又
は
受
交
付
の

罪
の
成
否
、
等
」
警
察
研
究
四
八
巻
二
号
（
昭
和
五
こ
年
）
五
八
頁
、
堀
田
カ
・
「
交
付
．
受
交
付
と
供
与
の
関
係
」
警
察
学
論
集
一
．
四
巻
で
．
号
（
昭
和

四
六
年
）
一
―

10頁。

の
腐
敗
を
招
く
根
源
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
は
、
公
選
法
に
お
い
て
交
付
．
受
交
付
の
行
為
を

処
罰
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
い
わ
ゆ
る
買
収
を
目
的
と
し
て
そ
の
資
金
等
を
交
付
し
又
は
そ
の
交
付
を
受
け
る
行
為
が
、
そ
れ
自
体
選
挙

き
こ
と
を
判
示
し
、

か
か
る
腐
敗
の
根
源
を
速
か
に
除
去
す
る
た
め
、
買
収
に
い
た
る
前
段
階
の
交
付
お
よ

も
つ
て
公
職
の
選
挙
に
お
け
る
不
正
の
防
止
を
＾
層
実
効
あ
ら
し
め
よ
う
と
す
る
法

ま
た
買
収
を
共
謀

三
七
一

二
六
八
頁
、
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お
り
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
に
も
、

一
旦
成
立
し
た
交
付
又
は

者
の
罪
数
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

(
1
)
 

受
交
付
罪
は
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
供
与
等
い
わ
ゆ
る
買
収
を
共
謀
し
た
者
の
間
に
お
い
て
、

(
4
)
大
判
昭
和
ニ
一
年
六
月
一
．
t-
日
刑
集
一
六
巻
九
八
三
頁
。

(
5
)
大
判
昭
和
一
｀
一
年
七
月
九
日
刑
集
こ
ハ
巻
―
一
九
五
頁
。

(
6
)
東
京
高
判
昭
和
二
六
年
ー

0
月一

'10
日
高
集
四
巻
―
二
号
ニ
ハ
三

0
頁
、
東
京
高
判
昭
和
二
八
年
六
月
―

1
0
日
高
集
六
巻
八
号
九
六
二
貞
、
名
占
屋
高
判

昭
和
二
九
年
九
月
[
四
日
裁
特
;
告
七
号
二
八
八
頁
、
福
岡
高
宮
崎
支
判
昭
和
こ
/
ヰ
九
月
て
ニ
ロ
高
集
九
巻
九
号
九
六
八
頁
ヽ
名
古
屋
高
判
昭
和
：
・

q

年
―
二
月
五
日
裁
特
三
巻
．

E

四
号
―

1
1
0
四
頁
。

(
7
)
酉
川
潔
．
「
公
職
選
挙
法
第

1

・
＿
―
一
条
第
二
唄
第
一
号
の
供
与
等
を
共
謀
し
た
者
の
間
に
お
け
る
金
銭
又
は
物
品
の
授
受
と
同
条
項
第
五
号
の
交
付
又
は

受
交
付
の
罪
の
成
否
、
等
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
昭
和
四
十
：
年
度
（
昭
和
四
：
年
）
ニ
二
四
頁
。
な
お
、
松
本
時
夫
．
「
公
職
選
挙
法
に
定

め
る
金
銭
供
与
の
罪
に
関
す
る
共
同
謀
議
、
等
」
警
察
研
究
四
四
巻
．
号
（
昭
和
四
八
年
）
八
七
貞
参
照
。

(
8
)
小
林
•
前
掲
判
例
評
釈
五
九
頁
。
な
お
、
谷
口
正
孝
．
「
共
謀
者
間
の
金
員
授
受

L
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
．
九
七
号
（
昭
和

1
-．
九
年
）
九
．．． 
頁
、
同
．
「
供
与
罪
い

共
謀
者
間
に
お
け
る
金
員
の
授
受
と
交
付
．
受
交
付
罪
の
成
否
、
等
」
判
例
時
報
四
：
•
一

1

号
（
判
例
評
論
八
七
号
）
（
昭
和
四
．
年
）
八
．
こ
貝
参
照
。

(
9
)
仙
台
高
判
昭
和
．．． 

0
年
九
月
．
：
・
-
日
裁
特
一

1

巻
．
八
号
九
四
七
頁
、
仙
台
高
判
昭
和
＿
1

〔

0
年

I
Q
月
ご
五
日
裁
特
．

1

巻
：

0
号
．

O
六
四
頁
、
束
京
高
判

昭
和
三
九
年
六
月
．
六
日
高
集
．
七
巻
五
号
四
五
五
貞
、
大
阪
高
判
昭
和
．．
 
斤
3

年
↓
．
月
て
四
日
下
集
パ
巻
一
．
1
1

:
 ¥
:
 号
：

•
O
．
二
貞
、
束
求
高
判
昭

和
四

0
年
：
．
月
：
＾
：
日

f
集
ヒ
巻

1

二
号
ご
九
二
貝
、
広
島
高
松
江
支
判
昭
和
四

0
年
六
月
.
バ
八
日
高
集

1

八
巻
四
号
四
コ
．．．． 
頁。

(10)
最
判
（
大
）
昭
和
四
．
年
七
月
：
二
日
刑
集
：

0
巻
六
号
六
二
三
貞
。

(11)
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド
村
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。

供
与
の
共
謀
者
間
の
金
銭
の
授
受
が
交
付
．
受
交
付
罪
を
構
成
す
る
と
若
え
る
な
ら
、

三
七
二

こ
の
点
に
関
し
て
、
前
掲
昭
和
四
．
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
、
交
付
．

そ
の
買
収
を

目
的
と
す
る
金
銭
又
は
物
品
を
授
受
す
る
行
為
が
、
交
付
又
は
受
交
付
の
罪
を
構
成
す
る
の
に
妨
げ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
叙
上
の
と

そ
の
共
謀
に
か
か
る
供
与
等
の
目
的
行
為
が
行
わ
れ
た
と
き
…
…
に
は
、

そ
の
後
に
供
与
が
実
行
さ
れ
た
と
き
、
両
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

受
交
付
の
罪
は
後
の
供
与
等
の
罪
に
吸
収
さ
れ
、
別
罪
と
し
て
問
擬
す
る
を
え
な
く
な
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
付
．
受
交

付
罪
は
「
一
旦
成
立
」
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
て
「
別
罪
と
し
て
問
擬
す
る
を
え
な
く
な
る
」

な
る
意
味
で
あ
る
か
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
場
合
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
実
際
に
成
立
し
て
い
る
の
か
成

立
し
て
い
な
い
の
か
。
ま
た
、
交
付
．
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
は
、
結
局
、
供
与
罪
の
[
非
と
し
て
の
み
処
罰
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
罪
数
論

t
如
何
な
る
形
態
の
．
罪
を
意
味
す
る
の
か
。

そ
し
て
、
現
に
、

こ
い
大
法
廷
判
決
に
お
け
る
「
吸
収
」

(
2
)
 

こ
れ
は
法
条
競
合
に
お
け
る
吸
収
関
係
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

と
は
如
何

の
意
義
に
つ
い

の
性
質
を
強
く
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
本
来
的
一
罪
の
一
種
で
あ
る
法
条
競
合
と
は
異
質
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
と

す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
買
収
資
金
の
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
罪
数
関
係
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
、
法
条
競
合
説
、
包
括
一
罪
説
、
牽
連
犯
説
、

併
合
罪
説
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
昭
和
四
一
年
大
法
廷
判
決
と
同
じ
く
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と

す
る
見
解
は
、
前
者
が
後
者
の
準
備
的
行
為
で
あ
り
、
後
者
を
処
罰
す
れ
ば
前
者
を
処
罰
し
よ
う
と
す
る
法
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
と
し
、

こ
れ
は
、
予
備
・
未
遂
．
既
遂
と
い
う
い
わ
ゆ
る
不
可
罰
的
事
前
行
為
な
い
し
殺
人
と
着
衣
の
損
壊
の
場
合
と
同
様
、
法
条
競
合
の
吸
収

関
係
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
包
括
一
罪
説
は
、
「
買
収
共
謀
者
間
に
お
い
て
、
金
品
の
交
付
．
受
交
付
が
行
わ
れ
、

受
交
付
者
が
そ
の
金
品
を
他
に
供
与
し
た
場
合
、
数
個
の
行
為
が
選
挙
の
公
明
・
適
正
と
い
う
同
一
の
法
益
に
む
け
ら
れ
、
密
接
な
関
係

に
お
い
て
行
わ
れ
た
一
連
の
行
為
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
狭
義
の
包
括
的
一
罪
を
認
め
、
目
的
と
さ
れ
た
供
与
罪
の
刑
で
処
断
す

れ
ば
足
り
る
」
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
牽
連
犯
説
は
、
共
謀
者
間
の
買
収
資
金
の
授
受
は
、

交
付
罪
と
し
て
成
立
し
、

か
つ
進
ん
で
第
三
者
へ
の
供
与
の
実
行
行
為
に
着
手
す
れ
ば
、

そ
の
段
階
に
お
い
て
常
に
交
付
罪
・
受

さ
ら
に
供
与
罪
が
成
立
す
る
が
、
重
い
供
与
罪
(
6
)
 

の
責
任
の
追
求
に
よ
っ
て
、
軽
い
交
付
罪
ま
た
は
受
交
付
罪
の
責
任
を
追
求
す
る
実
践
的
意
義
が
失
わ
れ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

て
は
理
解
が
分
か
れ
て
お
り
、

三
七
三

こ
れ
は
科
刑

t
1
罪
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れ
に
よ
っ
て
、

）
し
、

と
も
い
オ
オ

法
と
不
完
全
法
の
関
係
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、

さ
ら
に
、
併
合
罪
説
は
、
交
付
罪
と
供
与
罪
の
場
合
、
後
の
段
階
の
行
為
が
必
ず
し
も
前
の
段
階
の
行
為
を
予
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

法
益
の
侵
害
な
い
し
そ
の
危
険
が
別
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
前
の
段
階
の
行
為
が
後
の
段
階
の
行
為
で
評
価
し
尽
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
し
、
別
罪
の
成
立
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

付
罪
の
意
義
、
す
な
わ
ち
、
交
付
．
受
交
付
行
為
は
供
与
行
為
と
は
別
個
独
立
の
法
益
侵
害
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
す
る
と
ら

え
方
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
学
説
の
対
立
は
、

さ
ら
に
、
罪
数
概
念
自
体
に
お
け
る
学
説
上
の
混
乱
な
い
し
不
明
確
性
に
も

1

因
が
あ
る
と
思

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
た
後
、
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
げ

罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
す
る
の
が
判
例
で
あ
り
多
数
説
で
も
あ
る
。

そ
し
で
、

れ
る
と
い
う
と
き
、
罪
数
論
上
は
、
従
来
、
法
条
競
合
の
吸
収
関
係
と
と
ら
え
て
き
た
。

三
七
四

も
ち
ろ
ん
、
供
与
罪
に
対
す
る
交
付
．
受
交

一
方
の
行
為
の
処
罰
に
よ
っ
て
他
の
行
為
も
共
に
償
わ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る

言
C
)

い
わ
ゆ
る
不
rlJ
罰
的
事
前
1

1

事
後
行
為
及
び
随
伴
行
為
が
そ
の
代
表
例
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

な
る
理
由
で
一
罪
と
さ
れ
、
如
何
な
る
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

の
1

つ
の
現
象
形
式
と
し
て
、
本
来
的
一
罪
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

は
な
く
、
包
括
＾
罪
の
二
種
と
し
て
「
吸
収
一
罪
」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

(
9
 

が
重
い
罪
の
刑
に
吸
収
さ
れ
、
重
い
罪
の
訓
条
だ
け
で
処
断
す
る
場
合
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
吸
収

1

罪
」
の
場
合
に
は
刑

が
吸
収
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
来
的

1

罪
で
は
な
く
、
科
刑

t
―
罪
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
も
、

ま
す
ま
す
「
吸
収
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
混
乱
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
や
、
「
吸
収
」
関
係
は
、
単
に
併
合
罪
で
は
な
い

こ
と
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
概
念
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、
法
条
競
合
で

そ
し
て
、

こ
の
場
合
、
法
条
競
合

「
吸
収

1

罪
と
は
、
軽
い
罪

ま
た
、
翻
っ
て
考
え
る
と
き
、
例
え
ば
、
暴
行
・
脅
迫
を
手
段
と

こ
れ
が
如
何

こ
れ
は
、
全
部
法
と
部
分
法
の
関
係
と
か
完
全

一
般
に
、

一
方
の
犯
罪
が
こ
方
の
犯
罪
に

「
吸
収
」
さ
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

で
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
罪
数
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
交
付
．
受
交
付
行
為
と
供

与
行
為
と
い
う
全
く
別
の
行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
二
つ
の
犯
罪
の
成
立
を
認
め
て
も
、
同
一
事
実
に
対
す
る
二

(13) 

こ
の
場
合
法
条
競
合
と
は
な
り
え
な
い
。
し
か
し
、
交
付
行
為
と
供
与
行
為
は
、

れ
も
公
選
法
ニ
ニ
一
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
、
買
収
行
為
の
一
態
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

る
が
、
同
一
構
成
要
件
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
も
、
交
付
は
供
与
を
目
的
と
し
た
金
銭
の
授
与
で
あ
る
か
ら
、
交
付
と
供

与
は
相
互
に
手
段
・
目
的
の
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
、

重
評
価
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
私
見
に
よ
る
と
、

そ
の
後
に
共
謀
通

三
七
五

こ
れ
ら
は
、
厳
密
に
は
構
成
要
件
を
異
に
す
い
ず

の
は
妥
当
と
は
い
え
な
い
。

事
例
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
暴
行
・
脅
迫
罪
は
強
硲
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

一
方
、
単
な
る
暴
行
・
脅
迫
を
加
え
た
後
で
財
物
奪
取
の
意
思
を
生
じ
、
財
物
を
奪
取
し
た
場
合
、
全
体
と
し
て
強
盗
罪

こ
の
場
合
も
暴
行
・
脅
迫
罪
は
強
盗
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
包
括

1

罪
の
事
例
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
同
時
に

A
.
B
両
名
に
対
し
て
強
盗
罪
を
行
っ
た
場
合
、

A
に
対
す
る
強
盗
罪
と

B
に
対
す
る
強
盗
罪
と
の
二
罪
が
成
立
し
、
両
者

は
観
念
的
競
合
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
刑
法
五
四
条
．
項
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
／
方
の
強
盗
罪
い
刑
で
処
断
さ
れ
る
の
で

こ
こ
で
も
他
方
の
強
盗
罪
は
そ
れ
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
、

収
」
さ
れ
る
場
合
の
中
に
は
、
法
条
競
合
、
包
括
一
罪
、
観
念
的
競
合
等
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
い
う
の

み
で
は
、
当
該
事
例
が
罪
数
論
上
ど
の
場
合
に
当
た
る
か
は
一
向
に
明
ら
か
と
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
「
吸
収
関
係
」
な
い

し
犯
罪
の
「
吸
収
」
と
い
う
言
莱
は
き
わ
め
て
不
明
確
で
あ
り
、

い
た
ず
ら
に
概
念
を
混
乱
さ
せ
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、

む
し
ろ
こ

の
よ
う
な
言
葉
は
用
い
な
い
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
罪
数
論
上
は
、
法
条
競
合
か
包
括
一
罪
か
観
念
的
競
合
か
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
昭
和
四
一
年
大
法
廷
判
決
が
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
罪
数
関
係
に
つ
き
、
前
者
が
後
者
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
す
る

あ
っ
て
、

1

方
の
犯
罪
が
他
方
の
犯
罪
に
「
吸

の
〗
罪
と
さ
れ
、

す
る
財
物
奪
取
は
強
盗
罪
と
な
る
が
、

こ
れ
は
法
条
競
合
の
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り
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
選
挙
の
公
正
と
い
う
買
収
罪
に
共
通
の
侵
害
法
益
は
単
一
と
み
て
よ
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
結
局
、

こ
の
場
合
、
相
互
に
手
段
・
目
的
の
関
係
に
あ
る
二
つ
の
行
為
が
一
連
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
違
法
内
容
の
一
体
性
及

び
責
任
内
容
の
一
体
性
が
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
、
供
与
罪
の
罰
条
に
よ
っ
て
交
付
．
受
交
付
行
為
も
評
価
し
う
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
賄
賂
の
要
求
・
約
束
・
収
受
や
人
の
逮
捕
・
監
禁
等
の
場
合
と
同
じ
く
、
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
包
括
―
罪
と
い
う

(16) 

べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
供
与
罪
の
み
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
来
的
一
罪
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
二
つ
の
犯
罪
の
成
立
を
認
め
る
牽
連
犯
説
及
び
併
合
罪
説
は
妥
％
で
な
い
。

(
l
)
共
謀
者
間
の
金
銭
の
授
受
も
交
付
．
受
交
付
罪
を
構
成
す
る
と
し
た
前
掲
の
戦
後
の
高
裁
判
例
も
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
与
罪
に
「
吸
収
」

解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

(
2
)
西
川
・
前
掲
判
例
解
説

．．． 
一
六
貞
。

(
3
)
山
火
正
則
．
「
買
収
共
謀
に
も
と
づ
く
供
与
と
事
後
的
交
付
の
罪
数
関
係
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
四
号
（
昭
和
六
．
年
）
七
：
頁
c

(
4
)
浦
辺
衛
．
「
供
与
罪
の
共
謀
者
間
に
お
け
る
金
員
の
授
受
」
判
例
時
報
四
五
パ
号
（
判
例
評
論
九
五
号
）
（
昭
和
四
．
年

)
-
O
二貝、

lnl.
「
交
付
．
受

交
付
と
供
与
の
関
係
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
!
'
一
巻
六
号
（
昭
和
四
：
・
一
年
）
＿
q

．． 

頁
、
西
川
・
前
掲
判
例
解
説
：
．
．
六
頁
、
小
林
・
前
掲
「
公
選
法
L

．．
 

九
．．
 

貞
、
同
•
前
掲
判
例
評
釈
六
．
頁
、
谷
［
正
孝
．
「
公
職
選
挙
法
に
定
め
る
金
銭
供
与
の
罪
に
関
す
る
共
同
謀
議
、
等
」
判
例
時
報
五
：
：
号
（
判
例
叶

論
一
．
八
号
）
（
昭
和
四
ー
・
年
）
＿
四
五
頁
、
同
•
前
掲
ジ
ュ
リ
て
九
七
号
九
七
貞
、
堀
田
・
前
掲
論
文
三
七
貞
゜

(
5
)
山
火
•
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
ヒ
．

1
.

貞
。
な
お
、
美
濃
部
達
吉
・
選
挙
法
詳
説
（
昭
和
．
：
·
-
年
）q

．．． 

一
一
頁
参
照
。

(
6
)
正
田
満
1

-

．
郎
．
「
共
謀
者
間
に
お
け
る
投
票
買
収
資
金
の
授
受
と
交
付
．
受
交
付
罪
の
成
立
」
法
律
時
報
．．． 

八
巻
-
．
号
（
昭
和
四
一
年
）
八
丘
貞
以
ド
。

な
お
、
正
田
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
責
任
吸
収
の
関
係
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

(
7
)
青
柳
文
雄
・
「
公
職
選
挙
払
に
定
め
る
金
銭
供
与
の
罪
に
関
す
る
共
同
謀
議
、
等
」
払
学
研
究
四
四
巻
五
号
（
昭
和
四
六
年
）
―
．
七
貞
、
松
本
・
前
褐

判
例
研
究
九
二
貞
。
但
し
、
松
本
判
事
は
、
理
論
的
に
は
併
合
罪
と
解
す
る
か
、
従
来
の
長
い
判
例
の
流
れ
と
の
関
係
じ
、
交
付
供
仔
の
包
括
的
．
罪
と

み
る
の
が
相
背
と
す
る
。

三
七
六

る
と

L
 

さ

t
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 
2
)
 

(
l
 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(
 
．．． 

)」

香
川
法
学
四
巻

1

号

（
昭
和
五
九
年
）

q

1

二
頁
参
照
。

．． 
q

．
頁
以
下
参
照
。

法
条
競
合
の
吸
収
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
．
「
法
条
競
合
と
包
括

1

罪

平
野
龍
-
•
刑
法
総
論
l
I

（
昭
和
五0
年
）
四
：
．
頁
。

拙
稿
．
「
法
条
競
合
と
包
括
．
罪
（
四
・
完
）
」
香
川
法
学
五
巻
．
↓
号
（
昭
和
パ

0
年）

拙
稿
．
「
強
盗
罪
と
接
続
犯
的
吸
収
．
罪
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
八
：
．
．
号
（
昭
和
五
五
年
）

最
判
昭
和
二
ご
年
＾
．
月
：
九
日
刑
集
＾
巻
；
＾
」
ハ
貞
。

私
見
に
よ
る
と
、
法
条
競
合
は
、
数
個
の
構
成
要
件
該
晋
性
が
あ
る
が
、
数
個
い
犯
罪
い
成
立
を
認
め
る
と
、

m
~
計
価
と
な
っ
て
し
上
う
場
合
に
認
め

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
拙
稿
．
「
法
条
競
合
と
包
括
．
罪
（
＾
＾
）
」
香
川
法
学
こ
巻
ご
号
（
昭
和
五
八
年
）1
尋
•
1

貞
以
下
参
照
。

私
見
に
よ
る
と
、
包
括
一
罪
は
、
数
個
の
構
成
要
件
該
当
性
が
あ
り
、
数
個
の
犯
罪
の
成
立
を
認
め
て
も
ご
重
評
価
と
な
ら
な
い
場
合
に
、
行
為
の
違
法

内
容
の
一
体
性
及
び
責
任
内
容
の
／
体
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
．
個
の
罰
条
に
よ
っ
て
二
凹
的
に
評
価
し
う
る
と
き
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ

き
、
拙
稿
•
前
掲
「
法
条
競
合
と
包
括
一
罪
（
四
・
完
）
」
一
〇
八
頁
以
下
参
照
。

狭
義
の
包
括
一
罪
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
•
前
掲
「
法
条
競
合
と
包
括
〗
罪
（
四
・
完
）
」
＿
二
七
貞
以
下
参
照
。

山
火
教
授
は
、
こ
の
場
合
を
同
じ
く
狭
義
の
包
括
一
罪
と
さ
れ
る
が
、
包
括
一
罪
は
そ
も
そ
も
本
来
的
一
罪
で
は
な
く
、
科
刑

t
[
罪
と
さ
れ
る
の
は
疑

問
で
あ
る
。
山
火
・
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
三
頁
。
罪
数
は
そ
も
そ
も
、
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
・
責
任
の
存
在
が
認
め
ら
れ
た
事
実
に
つ
き
、

何
個
の
罰
条
に
よ
る
何
回
の
評
価
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
包
括
一
罪
は
、
一
個
の
罰
条
に
よ
っ
て
一
回
的
評
価
の
可
能
な
場
合
で
あ
っ
て
、
本

来
的
一
罪
の
場
合
で
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
．
「
法
条
競
合
と
包
括
＿
罪
(
;
)
」
香
川
法
学
二
巻
一
号
（
昭
和
五
七
年
）
一
〇
八
頁
以
下
参
照
。

一
個
の
罰
条
に
よ
っ
て
一
回
的
に
評
価
し
き
れ
な
い
と
き
に
本
来
的
数
罪
が
成
立
し
、
そ
の
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
観
念
的
競
合
及
び
牽
連
犯
と
い
う
科

刑
上
一
罪
の
場
合
と
、
併
合
罪
の
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
•
前
掲
「
法
条
競
合
と
包
括
一
罪
(
-
)
」
―
―
一
頁
参
照
。

三
七
七

.
0三
貞
以
ド
参
照
。
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受
交
付
金
銭
の
一
部
供
与

一
部
分
の

供
与
の
共
謀
者
間
で
授
受
さ
れ
た
金
銭
の
全
て
が
供
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
包
括
一
罪
と
な
る
べ
き
こ

と
は
前
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
授
受
さ
れ
た
金
銭
の
一
部
の
み
が
供
与
さ
れ
、
残
り
は
受
交
付
者
の
手
元
に
保
留
さ
れ
た
場
合
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
従
来
の
判
例
は
一
二
説
に
分
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
受
交
付
金
銭
の
二
部
の
み
が
供
与
さ
れ
た

場
合
も
、
全
部
が
供
与
さ
れ
た
場
合
と
同
様
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
す
る
も
の
（
全
部
吸
収
説
）
、
供
与
さ
れ
た

部
分
に
つ
い
て
は
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
が
、
受
交
付
者
の
手
中
に
と
ど
ま
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
独
立
し
て
交
付
．
受
交
付
罪
が
成
立

し
、
供
与
罪
と
併
合
罪
の
関
係
に
立
つ
と
す
る
も
の
（
一
部
吸
収
説
）
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
が
包
括
し
て
供
与
罪
の
．
罪
と
な

(
3
)
 

る
と
す
る
も
の
（
包
括
[
罪
説
）
で
あ
る
o

そ
れ
に
対
し
て
ヽ
前
掲
昭
和
四
二
午
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
ヽ

こ
と
を
明
ポ
し
、
判
例
の
統
一
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
交
付
又
は
受
交
付
に
か
か
る
金
銭
又
は
物
品
の
う
ち
、

み
に
つ
い
て
後
の
供
与
等
の
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
交
付
又
は
受
交
付
の
罪
は
後
の
供
与
等
の
罪
に
吸
収

さ
れ
、
後
者
の
罪
に
間
擬
し
う
る
に
と
ど
ま
る
が
、
受
交
付
者
の

F
裡
に
保
留
さ
れ
た
そ
の
余
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
交
付
お
よ
び
受
交

付
の
罪
は
吸
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
残
り
、
右
供
与
等
の
罪
と
交
付
又
は
受
交
付
の
罪
と
は
、
刑
法
四
五
条
の
併
合
罪
の
関
係
に
立
つ
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
点
に
関
す
る
学
説
は
区
々
に
分
か
れ
、
一
部
吸
収
説
、
包
括
一
罪
説
の
他
に
、

全
部
供
与
さ
れ
た
場
合
も

1

部
供
与
さ
れ
た
場
合
も
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
併
合
罪
で
あ
る
と
す
る
併
合
罪
説
、
同
じ
く
い
ず

れ
の
場
合
も
責
任
吸
収
の
関
係
を
生
ず
る
と
す
る
牽
連
犯
説
、
包
括
一
罪
と
な
る
場
合
と
併
合
罪
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
一
一
分
説
が

交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
る
諸
事
例

二
部
吸
収
説
を
と
る
べ
き

三
七
八
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

一
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、

付
行
為
と
供
与
行
為
は
、

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
に
、
昭
和
四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
は
、

手
も
と
に
残
留
し
た
分
は
、

す
で
に
実
現
し
た
供
与
等
と
は
別
個
の
供
与
等
に
供
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
受

交
付
金
銭
等
が
分
割
さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
、
す
で
に
犯
罪
は
複
数
化
し
て
い
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

受
交
付
金
銭
の
全
部
が
供
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
り
罪
に
吸
収
さ
れ
、
供
与
罪
の
．
罪
が
成
立
す
る
に
と
ど
ま
る

が
、
受
交
付
金
銭
の
一
部
の
み
が
供
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
併
合
罪
と
な
り
、
刑
の
権
衡
を
失
す
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
取
り
扱
い
を
異
に
す
る
見
解
は
妥
当
で
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
全
部
吸
収
説
は
、

受
交
付
金
銭
の
全
部
が
供
与
さ
れ
た
場
合
も
一
部
の
み
が
供
与
さ
れ
た
場
合
も
、

こ
こ
で
も
、
交
付
．
受
交
付
罪
が
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
い
う
罪
数
論
的
意
義
は

全
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
も
、
単
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
い
う
の
は
妥
当
で
な
く
、
罪
数
論
上
如
何
な
る
形
態
の
一
罪
が
成
立

さ
て
、
受
交
付
金
銭
の
一
部
の
み
が
供
与
さ
れ
た
場
合
も
、
存
在
す
る
の
は
交
付
．
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
で
あ
り
、
交
付
．
受
交

付
罪
と
供
与
罪
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
る
点
は
、
受
交
付
金
銭
の
全
部
が
供
与
さ
れ
た
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
交
付
．
受
交

い
ず
れ
も
公
選
法
ニ
ニ
一
条
一
項
に
規
定
さ
れ
た
、
買
収
行
為
の
一
態
様
で
あ
り
、
受
交
付
金
銭
の
一
部
の
み

が
供
与
さ
れ
た
場
合
で
も
、
交
付
行
為
は
供
与
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
も
、

し
か
も
、
選
挙
の
公
正
と
い
う
侵
害
法
益
も
単

こ
の
場
合
も
、
相
互
に
手
段
・
目
的
の
関
係
に
あ
る
二
つ
の
行
為
が
、

一
連
の
も
の
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
違
法
内
容
の
一
体
性
及
び
責
任
内
容
の
一
体
性
が
認
め
ら
れ
、
供
与
罪
の
罰
条
に
よ
っ
て
交
付
．
受
交
付
行
為
も
評
価
し
う

(12) 

（
狭
義
の
）
包
括
一
罪
と
し
て
、
供
与
罪
の
一
罪
が
成
立
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
ま

す
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

刑
の
権
衡
を
失
す
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、

唱
え
ら
れ
て
い
る
。

三
七
九

い
ず
れ
も
供
与
罪
の
一
罪
が
成
立
す
る
と
す
る
点
で
、

一
部
吸
収
説
を
支
持
し
た
が
、

こ
れ
は
、

こ
れ
に
よ
る
と
、

一
部
受
交
付
者
の
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こ
の
よ

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

そ
の
額
が

そ
れ
故
に
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
二
つ
の
犯
罪
の
成
立
を
認
め
る
併
合
罪
説
及
び
牽
連
犯
説
も
妥
当
と
は
い
え
な
い
。
も

っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
包
括
一
罪
説
に
対
し
て
は
、
「
後
の
供
与
等
の
罪
が
さ
ら
に
数
罪
に
分
か
れ
る
場
合
に
、
残
留
分
に
関
す
る
交
付
又

は
受
交
付
の
罪
が
後
の
数
罪
の
い
ず
れ
と
…
…
包
括
一
罪
に
立
つ
の
か
明
ら
か
に
し
え
な
い
し
、

(13) 

に
立
つ
と
す
る
こ
と
は
、
分
割
さ
れ
た
受
交
付
金
銭
等
の
性
質
上
合
理
的
で
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
。
し
か
し
、

題
と
な
る
の
は
、
交
付
．
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
で
あ
っ
て
、

(14) 

で
あ
る
。
な
お
、

こ、t
 

そ
の
す
べ
て
と
…
…
包
括
一
罪
の
関
係

「
一
部
供
与
•
一
部
保
留
」
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
と
解
す
べ
ぎ

二
分
説
は
、
交
付
．
受
交
付
当
時
予
定
さ
れ
て
い
た
一
名
な
い
し
数
名
の
者
全
部
に
供
与
が
な
さ
れ
た
が
、

交
付
．
受
交
付
に
か
か
る
金
銭
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
は
包
括
し
て
供
与
罪
の
み
が
成
立
す
る
が
、
交
付
．
受
交
付
当
時
数
名
の
者

に
対
す
る
供
与
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
一
部
の
者
に
対
す
る
供
与
の
み
が
行
わ
れ
た
た
め
そ
の
額
が
交
付
．
受
交
付
に

か
か
る
金
銭
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
と
き
は
併
合
罪
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、

交
付
．
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
な
の
で
あ
っ
て
、
予
定
さ
れ
て
い
た
者
全
部
に
供
与
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
重
要
で
な
く
、

(16)
（

17) 

う
な
区
別
を
す
る
の
も
妥
当
で
な
い
。

(
l
)
大
判
昭
和

1

•• 

1

年
：
；
．
月
四
日
刑
集
．
七
巻
：
五
四
頁
、
東
京
高
判
昭
和
．
↓
年
七
月

1

四
日
裁
特
ご
巻
．
六
号
じ
じ
じ
頁
。

(
2
)
最
決
昭
和
．
―
．

0
年
二
．
月
：
ふ
口
判
例
時
報
六
八
号
．．
 

八
頁
、
東
京
高
判
昭
和
：
八
年
六
月
：
↓
-
日
高
集
六
巻
七
号
八
．
1

斤
九
貞
、
名
古
屋
高
判
昭
和
．
ー
・

年
―
―
一
月
五
日
裁
特
：
・
一
巻
一
．
四
号
―

‘
1
0
四
頁
、
広
島
高
松
江
支
判
昭
和
四

0
年
六
月
．．
 

八
日
高
集
．
八
巻
四
号
四
一
:
-
•
1頁
。

(
3
)
仙
台
高
判
昭
和
：
．

O
什
九
月
：
・
-
日
裁
特
一
．
巻
．
八
号
九
四
じ
頁
、
東
京
高
判
昭
和
四

0
年
：
．．
 
月
．
：
日
下
集
じ
巻
一
こ
号
．．
 

九
．
貞
。

(
4
)
事
案
は
、
簡
略
化
す
る
と
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
供
与
資
金
と
し
て
；
．
万
円
か
授
受
さ
れ
た
後
、
数
名
に
対
し
て
合
計
．．
 

Jj
七

f
円
か
供
与
又
は
交
付
さ

れ
、
残
り
の
．．
 

t_円
が
手
も
と
に
保
留
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(
5
)
中
義
勝
・
「
選
挙
運
動
者
に
対
す
る
金
銭
供
与
の
共
謀
者
間
に
お
け
る
供
与
資
金
の
交
付
約
束
が
供
与
の
実
行
直
後
に
履
行
さ
れ
た
場
合
の
供
与
の
罪
と

こ
こ
で
も
、
罪
数
が
間

三
八
〇
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公職選挙法上の交付・受交付罪と但与罪レの罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概忍の検討ー（虫明）

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

三
八

交
付
の
罪
と
り
関
係
」
判
例
時
報
：
・
こ
七
号
（
判
例
評
論
．
贔
↓
四

0
号
）
（
昭
和
バ
I

:

年
）
二

1

バ
頁
。

浦
辺
1
1

林
・
前
掲
「
選
挙
犯
罪
」
」
ハ
〇
貞
、
浦
辺
・
前
掲
法
律
の
ひ
ろ
ば
↓
.. 
→
．
頁
、
谷C
J
•前
掲
判
例
時
報
四

．．．． 

号
八
四
貞
、
同
•
前
掲
ジ
上
リ
：
九

七
号
九
七
頁
、
山
火
正
則
．
「
特
別
刑
法
と
犯
罪
の
個
数
」
注
釈
特
別
刑
法
第
．
巻
総
論
編
（
昭
和
六

0
年
）
五
」
ハ
五
貞
。

堀
田
・
前
掲
論
文
：
こ
五
貞
、
松
本
・
前
掲
判
例
研
究
几
．．
 

貞。

正
田
・
前
掲
論
文
八
七
貞
゜

小
林
・
前
掲
「
公
選
法
」

．．
 

九
：
こ
貝
以
ド
。

西
川
・
前
掲
判
例
解
説
：
．．
 
八
頁
。

浦
辺
•
前
掲
法
律
の
ひ
ろ
ば
．
→
：
貞
、
山
火
・
前
掲
注
釈
特
別
刑
法
五
六
：
．
貞
。
な
お
、
松
本
・
前
掲
判
例
研
究
九
：
頁
参
照

3

谷
ロ
・
浦
辺
両
判
事
は
、
受
交
付
金
銭
の
全
部
の
供
り
は
供
与
罪
に
「
吸
収
L

さ
れ
る
と
す
る
が
、
．
部
供
与
の
場
合
は
包
括
．
罪
と
さ
れ
て
お
り
、
令

部
供
与
の
場
合
と
一
部
供
り
の
場
合
は
異
な
る
も
の
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

西
川
・
前
掲
判
例
解
説
：
二
七
頁
。

山
火
教
授
も
、
問
題
は
、
現
実
に
行
わ
れ
た
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
と
の
関
係
で
あ
り
、
受
交
付
金
品
の
「
一
部
供
与
・
ニ
部
保
留
」
と
い
う
事
実
は
、

重
要
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
受
交
付
者
の
手
も
と
に

1

部
保
留
さ
れ
た
金
品
の
受
交
付
は
、
供
与
し
た
金
品
の
受
交
付
と
と
も
に
、
受
交
付
罪
と
し
て
、

す
で
に
評
価
済
み
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
個
に
、
あ
ら
た
め
て
、
受
交
付
罪
と
し
て
評
価
し
な
お
す
必
要
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
全
く
そ
の
通
り

で
あ
る
。
山
火
・
前
掲
注
釈
特
別
刑
法
五
六
四
頁
。

小
林
•
前
掲
「
公
選
法
」
二
九
三
頁
以
下
、
同
・
前
掲
判
例
評
釈
六
二
頁
以
下
。

な
お
、
堀
田
・
前
掲
論
文
四
．
頁
（
注
9
)
参
照
。

ち
な
み
に
、
貯
物
罪
に
関
す
る
同
種
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
も
包
括
一
罪
説
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
決
昭
和
1

1

^

1

一
年
四
月
一
六
日
刑
集

-
―
巻
四
号
一
三
六
六
頁
は
、
貯
物
で
あ
る
映
写
機
四
台
を
運
搬
し
た
後
、
二
台
の
み
牙
保
し
た
場
合
に
つ
き
、
「
被
告
人
の
右
行
為
は
こ
れ
を
包
括
的

に
観
察
し
て
肥
物
運
搬
牙
保
罪
の
包
括
一
罪
と
し
て
処
断
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
貯
物
運
搬
罪
と
貯
物
牙
保
罪
の
二
罪
が
成
立
す
る
と
し
た
原
判
決

を
誤
ま
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
寺
尾
正
一
―
.
「
貯
物
牙
保
の
目
的
で
貯
物
を
運
搬
し
そ
の
＿
部
を
牙
保
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
の
罪
数
」
最
高

裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
昭
和
三
十
二
年
度
（
昭
和
三
七
年
）
二
三
↓
・
ー
頁
以
下
、
山
火
・
前
掲
注
釈
特
別
刑
法
五
六
ご
頁
以
ド
参
照
。

7
 

3•4-769 (香法'88)



受
交
付
金
銭
と
他
の
金
銭
の
混
同

受
交
付
金
銭
の
全
部
が
供
与
さ
れ
た
場
合
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
が
、
受
交
付
金
銭
の
一
部
の
み
が
供
与
さ

れ
た
場
合
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
の
併
合
罪
と
な
る
と
す
る
の
が
判
例
で
あ
る
が
、

解
す
べ
き
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。

で
は
、
受
交
付
金
銭
の
全
部
を
供
与
し
た
の
で
あ
る
が
、

し
て
、
ど
の
金
銭
が
ど
の
供
与
に
あ
て
ら
れ
た
か
特
定
で
き
な
い
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁

決
定
は
、
供
与
罪
の
他
に
交
付
罪
の
成
立
を
認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
「
買
収
を
共
謀
し
た
者
相
互
の
間
で
買
収
を
目
的
と
す
る
金
員
の
交
付
、

受
交
付
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
供
与
に
使
用
さ
れ
た
交
付
金
の
残
金
が
受
交
付
者
の
手
も
と
で
他
の
金
員
と
混
同
を
生
じ
た
後
、

供
与
に
使
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
右
の
混
同
の
た
め
右
残
金
か
ら
だ
れ
に
、

き
な
い
と
き
は
、
右
残
金
に
つ
い
て
は
、
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
交
付
罪
を
構
成
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
し

と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
決
定
の
趣
旨
に
関
し
て
、
「
同
一
交
付
金
に
関
す
る
限
り
」
、
供
与
の
罪
が
行
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
交

付
．
受
交
付
の
罪
の
責
任
は
そ
の
限
度
で
供
与
の
罪
に
吸
収
さ
れ
て
、
交
付
．
受
交
付
の
罪
の
責
任
は
問
わ
れ
な
く
な
る
に
過
ぎ
な
い
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
交
付
者
に
対
し
共
謀
に
よ
る
供
与
等
の
責
任
を
問
い
う
る
た
め
に
は
、
買
収
共
謀
者
間
に
お
け
る
交
付
．
受
交

付
に
用
い
ら
れ
た
金
員
に
よ
っ
て
受
交
付
者
に
よ
る
供
与
等
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
（
金
員
の
同
一
性
）
」
と
解
す
る
も
の
が
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
交
付
．
受
交
付
に
か
か
る
金
銭
と
供
与
さ
れ
た
金
銭
と
の
同
一
性
が
な
け
れ
ば
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
供
与
罪
に

「
吸
収
」
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
の
が
判
例
の
趣
旨
で
あ
る
の
か
、

ま
た
、

そ
の
よ
う
な
金
員
の
同
：
性
が
な
け
れ
ば
供
与
罪
の
一
罪

し
か
し
、
右
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁
決
定
は
、
「
混
同
の
た
め
右
残
金
か
ら
だ
れ
に
、

て
特
定
で
き
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
交
付
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

と
な
り
え
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

い
つ
、

い
つ
、

い
く
ら
ず
つ
供
与
さ
れ
た
か
供
与
罪
と
し

さ
ら
に
、
交
付
．
受
交
付
罪
が
供
与
罪
に
「
吸
収
」

い
く
ら
ず
つ
供
与
さ
れ
た
か
供
与
罪
と
し
て
待
定
で

そ
の
一
部
が
自
己
の
所
持
金
と
混
同

い
ず
れ
の
場
合
も
供
与
罪
の
包
括
一
罪
と

三
八
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

が
多
少
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

も
っ
と
も
、
受
交
付
金
銭
が
他
の
金
銭
と
混
同
を
生
じ
た
後
で
供
与
行
為
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、

交
付
行
為
と
供
与
行
為
で
あ
り
、

に
こ
の
よ
う
な
交
付
．
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
混
同
を
生
じ
た
か
ど
う
か
は
重
要
で
な
い
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
両
者
が
一
連
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、
供
与
罪
の
包
括
一
罪
が
成
立
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
、
供
与
行
為
が
数
回
行
わ
れ
、
数
個
の
供
与
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
は
ど
の
供
与
罪
と
包
括
一
罪
と
な
る
か

こ
の
点
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
第
一
の
供
与
罪
と
が
包
括
一
罪
と
な
り
、

(
5
)
 

後
の
供
与
罪
と
が
併
合
罪
と
な
る
と
考
え
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

(
l
)
最
決
昭
和
四
五
年
―
一
月
―

1
0日
刑
集
二
四
巻
―
二
号
一
六
四
七
頁
。
な
お
、
こ
れ
は
、
後
述
の
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
と
同
事
件
で
あ
る
が
、
事

案
は
、
簡
略
化
す
る
と
、
被
告
人
が
選
挙
運
動
者

T
と
投
票
の
買
収
を
共
謀
し
、
事
前
運
動
と
し
て

T
に
対
し
そ
の
資
金
を
交
付
し
、

T
は
こ
の
受
交
付

金
を
あ
る
程
度
選
挙
人
ら
に
供
与
な
い
し
交
付
し
た
の
ち
、
残
っ
た
金
を
自
分
の
所
持
金
と
混
同
し
た
う
え
悉
く
供
与
に
使
用
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

る。

(
2
)
安
村
和
雄
．
「
選
挙
に
関
し
買
収
を
共
謀
し
た
者
相
互
間
の
授
受
金
員
が
他
の
金
員
と
混
同
し
た
場
合
に
お
け
る
交
付
罪
の
成
否
」
最
高
裁
判
所
判
例
解

い
で
あ
ろ
う
。

三
八

(
3
)
 

さ
れ
る
た
め
に
は
、
金
員
の
同
一
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
解
す
る
の
は
、
う
が
ち
す
ぎ
の
感
が
あ
る
。

そ
し
て
、
前
掲

昭
和
四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
が
、
受
交
付
金
銭
の
一
部
供
与
に
つ
き
、
供
与
さ
れ
た
部
分
と
供
与
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
と
を
あ
く

ま
で
区
別
し
、
前
者
の
部
分
の
み
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
最
高
裁
が
、
ど
の
交
付
．
受
交
付
が
ど
の
供

与
に
対
応
す
る
の
か
が
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
の
も
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

の
意
味
に
お
い
て
、
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁
決
定
の
結
論
は
、
昭
和
四
二
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
そ
っ
た
も
の
と
解
し
て
よ

そ
こ
に
存
在
す
る
の
は
交
付
．
受

こ
の
点
は
混
同
を
生
じ
な
か
っ
た
場
合
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
こ
こ
で
の
罪
数
関
係
は
、
単

そ
れ
と
そ
れ
以 こ
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が
約
束
さ
れ
、
偶
々
供
与
直
後
に
そ
の
交
付
約
束
が
履
行
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
、

は
認
め
難
い
。
し
た
が
つ
て
、
本
件
に
つ
い
て
も
、
…
…
被
告
人
の

S
に
対
す
る
交
付
の
罪
は
、
…
…
両
名
共
謀
に
よ
る

N
ほ
か
二
名
に

す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

対
す
る
供
与
の
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
し
て
、

こ
れ
に
対
し
て
は
、
右
両
罪
が
一
罪
と
し
て
処
断
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
が
、
交
付
罪

が
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
数
意
見
と
見
解
を
異
に
す
る
と
い
う
、
谷
［
裁
判
官
の
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
は
、

こ
れ
を
併
合
罪
と
し
た
原
判
決
は
法
令
の
適
用
を
誤
ま
っ
た
も
の
と

説
刑
事
篇
昭
和
四

t
五
年
度
（
昭
和
四
六
年
）
四
四
九
頁
。
な
お
、
堀
田
・
前
掲
論
文
三
九
頁
参
照
。

(
3
)
山
火
・
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
二
頁
以
下
、
岩
瀬
徹
．
「
選
挙
運
動
者
に
対
す
る
金
銭
供
与
の
共
謀
者
間
に
お
け
る
供
与
資
金
の
交
付
約
束
が
供
与
の

実
行
直
後
に
履
行
さ
れ
た
場
合
の
供
与
の
罪
と
交
付
の
罪
と
の
関
係
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
四
号
（
昭
和
六
一
年
）
七
六
頁
。

(
4
)
西
川
・
前
掲
判
例
解
説
ニ
ニ
七
頁
参
照
。

(
5
)
山
火
・
前
掲
注
釈
特
別
刑
法
五
六
四
頁
。

供
与
実
行
後
の
交
付
．
受
交
付

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
事
例
は
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
た
後
で
、
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
関
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
交
付
．
受
交
付
行
為
と
供
与
行
為
が
時
間
的
に
逆
転
し
、
供
与
が
実
行
さ
れ
た
後
で
交
付
．
受
交
付
行
為
が
行
わ
れ
た
場

合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
最
高
裁
は
、
昭
和
六
一
年
の
決
定
で
、
選
挙
運
動
者
に
対
す
る
金
銭
供
与
の
共

謀
者
間
に
お
け
る
供
与
資
金
の
交
付
約
束
が
、
供
与
の
実
行
直
後
に
履
行
さ
れ
た
場
合
に
関
し
、
交
付
．
受
交
付
罪
の
供
与
罪
へ
の

収
」
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
多
数
意
見
は
、
「
供
与
の
目
的
で
あ
ら
か
じ
め
共
謀
者
間
で
金
員
の
交
付
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
共
謀
に
か
か
る
供
与
が
行
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
交
付
の
罪
は
、
後
の
供
与
の
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
の
が
当
裁
判
所
の
判
例
…
…

こ
れ
と
事
実
関
係
を
異
に
は
し
て
い
る
も
の
の
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
そ
の
手
段
と
し
て
買
収
資
金
の
交
付

そ
の
間
に
、
実
質
的
な
差
が
あ
る
と 「吸

三
八
四
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

そ
し
て
、
谷
口
裁
判
官
は
、
本
件
の
場
合
は
前
記
昭
和
四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
事
例
と
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
「
後
者
の
共
謀
に

よ
る
供
与
罪
を
構
成
す
る
行
為
と
前
者
の
交
付
罪
を
構
成
す
る
行
為
と
は
別
個
独
立
の
行
為
で
あ
つ
て
、
前
者
の
交
付
罪
が
後
者
の
共
謀

に
よ
る
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に
は
な
い
が
、
両
者
の
関
係
を
実
質
的
に
み
た
場
合
、

関
連
し
た
行
為
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
両
罪
を
各
別
に
科
刑
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
併
合
罪
と
し
て
処
断
す
る
こ
と
は
相

当
で
な
く
、
右
事
実
上
の
／
体
性
を
理
由
と
し
て
包
括
＿
罪
と
し
て
律
す
べ
き
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
数
意
見
は
、
供
与
の
実
行
直
後
に
交
付
約
束
が
履
行
さ
れ
た
場
合
は
、
交
付
後
に
供
与
が
実
行
さ
れ
た
と
い
う
昭
和

四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
事
案
と
実
質
的
に
差
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
件
に
お
い
て
両
罪
の
併
合
罪
を
認
め
る
原
判
決

は
、
そ
の
点
の
理
解
を
異
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
判
決
は
、
「
投
票
買
収
の
共
謀
に
基
づ
い
て
、
共
謀
者
の
一
人
が
、
自
己

の
所
持
金
を
も
つ
て
供
与
を
実
行
し
た
後
に
、
他
の
共
謀
者
が
、
供
与
の
実
行
者
に
対
し
、
供
与
額
相
当
の
現
金
を
交
付
す
る
場
合
は
、

交
付
金
と
供
与
金
と
の
間
に
同
一
性
が
な
く
、

共
謀
者
間
に
金
員
の
交
付
が
な
さ
れ
、
受
交
付
者
が
そ
の
受
交
付
金
を
受
供
与
者
に
供
与
し
た
場
合
と
は
事
情
を
異
に
し
、
後
に
な
さ
れ

た
交
付
の
罪
は
、

三
八
五

ま
た
交
付
が
供
与
の
準
備
行
為
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
供
与
の
目
的
で
あ
ら
か
じ
め

そ
の
前
に
な
さ
れ
た
供
与
の
罪
に
吸
収
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、

要
す
る
に
、
本
件
で
は
、
交
付
金
と
供
与
金
と
の
間
に
同
一
性
が
な
い
こ
と
、
及
び
、
交
付
が
供
与
の
準
備
行
為
で
も
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
両
罪
の
併
合
罪
を
認
め
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁
決
定
は
、
必
ず
し
も
交

付
金
と
供
与
金
の
同
一
性
が
な
け
れ
ば
交
付
罪
が
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
な
い
と
す
る
趣
旨
と
も
解
せ
ら
れ
ず
、
そ
れ
は
昭
和
四
一
年
の
最

高
裁
大
法
廷
判
決
の
趣
旨
に
も
そ
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
件
の
場
合
に
、
交
付
金
と
供
与
金
が
異
な
る
点
が
併
合
罪
説

を
決
定
づ
け
る
も
の
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
ま
た
、
交
付
が
供
与
の
準
備
行
為
と
な
っ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
も
、
本
件
で
は
、

結
果
的
に
交
付
が
供
与
の
準
備
行
為
と
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、
交
付
自
体
は
供
与
の
準
備
行
為
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

こ
の
二
つ
の
行
為
は
事
実
上
密
接
に
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は
、
罰
条
に
よ
る
評
価
の
問
題
で
あ
り
、

さ
れ
、

昭
和
四
一
年
の
大
法
廷
判
決
及
び
昭
和
四
五
年
の
決
定
の
趣
旨
に
そ
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
本
件
に
お
い
て
も
、
多
数
意
見
は
、
交
付
罪
が
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
す
る
が
、

う
ま
で
も
な
い
。
本
件
の
場
合
も
、
存
在
す
る
の
は
供
与
行
為
と
交
付
行
為
で
あ
っ
て
、
両
者
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
供
与
行
為
の
後
で
交
付
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
行
為
者
の
共
謀
内
容
と
し
て
は
、

交
付
さ
れ
た
金
員
を
供
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
際
に
は
た
ま
た
ま
逆
転
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
も
、

交
付
行
為
と
供
与
行
為
は
、
手
段
・
目
的
の
関
係
に
立
つ
一
連
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、

行
為
の
違
法
内
容
の
一
体
性
、
及
び
、
責
任
内
容
の
一
体
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

(
4
)
 

罪
の
み
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
両
罪
の
成
立
を
認
め
る
併
合
罪
説
の
妥
当
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
5
)
 

な
お
、
谷
口
裁
判
官
は
、
本
件
の
場
合
、
私
見
と
同
じ
く
包
括
一
罪
と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
交
付
行
為
は
、
共
謀
に
よ
る
供
与
行
為

と
は
別
に
交
付
行
為
と
し
て
交
付
罪
が
成
立
し
、
前
の
共
謀
に
よ
る
供
与
罪
と
は
別
罪
を
構
成
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
包
括
一

罪
が
本
来
的
一
罪
で
な
く
、
科
刑
上
一
罪
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
罪
数

る
の
で
あ
っ
て
、
本
来
的
一
罪
の
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
l
)
最
決
昭
和
六
：
年
七
月
．
七
日
刑
集
四

0
巻
五
号
三
九
七
頁
。
な
お
、
事
案
の
概
要
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
被
告
人

X
は、

S
と
共
謀
の
上
、
昭

和
五
五
年
六
月
一
五
日
こ
ろ
、

N
ほ
か
三
名
に
対
し
、

M
候
補
の
た
め
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
の
報
酬
と
し
て
一

0
万
円
を
供
与
す
る
旨
約
し
た
。
そ
し

っ
て
、

(
3
)
 

こ
れ
も
併
合
罪
説
を
決
定
づ
け
る
も
の
と
み
る
の
は
十
分
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
も
、
供
与
罪
の
罰
条
に
よ
っ
て
交
付
行
為
も
評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
一
罪
が
認
め
ら
れ

（
狭
義
の
）
包
括
[
非
と
し
て
供
与

こ
れ
が
妥
当
で
な
い
こ
と
は
い

む
し
ろ
、
共
謀
通
り
の
金
額
の
供
与
が
な

そ
れ
に
対
応
す
る
交
付
が
特
定
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
多
数
意
見
が
、
交
付
罪
は
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
す
る
の
も
、

三
八
六
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
、

供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
す
る
の
が
最
高
裁
の
確
立
し
た
判
例
と
な
っ
て
い
る
が
、

四
最
高
裁
判
例
に
お
け
る
犯
罪
の

「
吸
収
」

そ
の
後
に
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
交
付
．
受
交
付
罪
は

の
意
味

三
八
七

そ
の
罪
数
論
的
意
義
以
外
に
も
、

て、

X
と
S
と
の
間
で
は
、
右
買
収
資
金
一

0
万
円
を

X
に
お
い
て
選
挙
対
策
本
部
の
方
か
ら
調
達
し
て

S
に
交
付
す
る
こ
と
に
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い

と
き
は
二
人
で
半
額
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、

S
は
同
月
一
九
日
こ
ろ
に
な
っ
て
も

X
か
ら
連
絡
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
右
N
ら
と
の

約
束
を
守
る
た
め
に
、
自
己
に
お
い
て
立
て
替
え
る
こ
と
と
し
、

X
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く

‘
1
0万
円
を
用
意
し
て
、
同
日
こ
ろ
、

N
ほ
か
三
名
に
対

し
、
前
記
の
趣
旨
で
右
一

0
万
円
を
手
渡
し
て
供
与
し
た
。
そ
の
後

X
は
、
同
月
―

1
0日
こ
ろ
、

S
に
対
し
、
前
記
の
趣
旨
で

N
ほ
か
．
；
夕
名
に
供
与
す
べ

き
も
の
と
し
て
、
一

0
万
円
を
交
付
し
た
。

(
2
)山
火
・
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
二
頁
、
岩
瀕
•
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
六
頁
。

(
3
)
山
火
・
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
一
一
頁
、
岩
瀬
・
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
六
貞
。

(
4
)山
火
•
前
掲
ジ
ュ
リ
八
七
四
号
七
三
頁
、
中
・
前
掲
判
例
評
釈
ニ
一
六
頁
。

(
5
)
な
お
、
谷
口
裁
判
官
は
、
昭
和
四
一
年
の
大
法
廷
判
決
の
事
案
の
場
合
、
「
あ
た
か
も
犯
罪
行
為
一
般
が
予
備
、
未
遂
、
既
遂
と
段
階
的
に
発
展
し
、
行

為
が
既
遂
に
達
す
れ
ば
、
そ
の
前
段
階
的
行
為
と
し
て
の
予
備
、
未
遂
の
罪
は
既
遂
の
罪
に
吸
収
さ
れ
、
別
罪
を
構
成
し
な
い
と
い
う
法
理
と
同
一
の
論

理
操
作
の
う
え
に
立
つ
」
と
し
、
本
件
の
場
合
は
こ
れ
と
異
な
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
昭
和
四
一
年
大
法
廷
判
決
の
事
案
の
場
合

は
、
犯
罪
の
「
吸
収
」
を
認
め
つ
つ
、
本
件
の
場
合
は
、
包
括
一
罪
と
解
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
交
付
行
為
と
供
与
行
為
が

存
在
し
、
両
者
の
罪
数
関
係
が
問
題
と
な
り
、
そ
れ
ら
は
手
段
・
目
的
の
関
係
に
立
つ
一
連
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両
場
合
に
罪

数
関
係
を
異
に
す
る
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
ち
な
み
に
、
私
見
に
よ
る
と
、
予
備
罪
と
既
遂
罪
は
包
括
一
罪
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
は
谷

口
裁
判
官
と
見
解
を
異
に
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
拙
稿
・
前
掲
「
法
条
競
合
と
包
括
一
罪
（
三
）
」
九
一
頁
参
照
。

こ
の
「
吸
収
」
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の
意
味
に
つ
い
て
は
理
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
吸
収
」
を
「
成
立
の
吸
収
」

こ
こ
に
い
う
「
成
立
の
吸
収
」
と
は
、
訴
訟
手
続
上
、
供
与
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
交
付

罪
が
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
そ
の
罪
責
を
問
い
え
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
「
処
罰
の
吸
収
」
と
は
、
供
与
罪
が
処
罰
さ
れ
て

は
じ
め
て
交
付
罪
は
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
そ
の
罪
責
は
問
い
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、

「
犯
罪
の
吸
収
」
と
し
て
、
実
体
法
的
に
供
与
行
為
が
行
わ
れ
れ
ば
交
付
罪
は
供
与
罪
に
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
意
味
の
概
念
を
持
ち
出
す
も

の
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
、
「
吸
収
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
理
解
の
相
違
は
、
例
え
ば
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な

さ
れ
供
与
が
実
行
さ
れ
た
と
い
う
事
例
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
事
情
で
供
与
罪
と
し
て
処
罰
で
き
な
い
と
き
、
交
付
罪
と
し
て
処
罰
で
き

る
か
と
い
う
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ
ち
、
「
成
立
の
吸
収
」
説
な
い
し
「
犯
罪
の
吸
収
」
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
、
供
与

行
為
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
以
上
交
付
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
処
罰
の
吸
収
」
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
供
与

罪
は
処
罰
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
交
付
罪
と
し
て
処
罰
で
き
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
 

こ
の
点
に
関
し
て
、
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
は
、
供
与
罪
が
処
罰
で
き
な
い
と
き
は
、
交
付
罪
も
処
罰
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
れ

は
、
被
告
人
が

T
に
対
し
、
合
計
二
九
五
万
八
千
円
を
買
収
資
金
と
し
て
交
付
し
、

と
解
す
る
か

「
処
罰
の
吸
収
」
と
解
す

T
は
そ
の
中
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
数
名
に
対
し
て

合
計
一
三

0
万
円
を
供
与
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
き
、
原
審
で
は
、
被
告
人
と

T
の
共
謀
に
よ
る
供
与
は
無
罪
、
被
告
人
か
ら

T
へ
の
交

付
罪
は
有
罪
が
認
め
ら
れ
、
被
告
人
は
有
罪
部
分
に
つ
い
て
の
み
上
告
し
た
が
、
検
察
官
は
無
罪
部
分
に
つ
い
て
上
告
し
な
か
っ
た
と
い

(
6
)
 

う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
高
裁
多
数
意
見
は
、
被
告
人
と

T
と
の
共
謀
に
よ
る
供
与
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
既
に
無
罪
の
判
決
が
確

定
し
た
も
の
と
し
て
今
や
被
告
人
に
対
し
そ
の
罪
責
を
問
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
「
被
告
人
の
上
告
申
立
に
よ
り
当
審
の
審
理
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
被
告
人
の

T
に
対
す
る
各
金
員
交
付
の
事
実
に
つ
い
て
も
、
…
…
そ
の
目
的
と
し
た
供
与
の
行
為
お
よ
び
次
の
交
付

の
行
為
が
現
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
供
与
罪
も
し
く
は
次
の
交
付
罪
に
吸
収
さ
れ
る
は
ず
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

る
か
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
な
お
、

三
八
八
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被
告
人
に
対
し
そ
の
罪
責
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

る
と
す
る
、
長
部
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
部
裁
判
官
は
、
昭
和
四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
が
交
付
．

受
交
付
罪
は
共
謀
に
よ
る
供
与
罪
に
「
吸
収
」
さ
れ
る
と
す
る
趣
旨
は
、
「
そ
の
共
謀
に
か
か
る
供
与
又
は
第
二
次
交
付
の
事
実
が
犯
罪
事

実
と
し
て
判
決
に
お
い
て
認
定
さ
れ
、
各
該
当
罰
条
の
罪
に
問
擬
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
単
に
証
拠
資
料

に
よ
っ
て
右
共
謀
に
か
か
る
供
与
等
の
事
実
が
認
定
し
う
る
と
い
う
だ
け
で
、

べ
き
で
は
な
い
」
と
し
、
「
右
判
例
が
用
い
て
い
る
吸
収
な
る
用
語
の
意
義
は
、
成
立
の
認
め
ら
れ
る
二
つ
の
罪
責
に
基
づ
き
当
該
行
為
者

を
処
罰
す
べ
き
段
階
に
い
た
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、

れ
る
と
す
る
趣
旨
の
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
吸
収
の
母
体
と
な
る
べ
き
行
為
の
処
罰
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
吸
収
の
問
題
を
生
ず
る
と
す
る
が
ご
と
き
解
釈
は
、

な
お
、
こ
の
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
の
事
案
の
場
合
、
原
判
決
が
出
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
一
年
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
が
出
さ
れ

る
直
前
で
あ
っ
た
関
係
で
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
検
察
官
は
、
交
付
罪
と
供
与
罪
を
併
合
罪
と
考
え
た
の
か
、
当

初
の
交
付
罪
と
し
て
の
起
訴
に
対
し
て
、
供
与
罪
に
つ
い
て
は
訴
因
の
追
加
に
よ
ら
ず
、
追
起
訴
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
も
あ
っ
て
、
裁

判
所
は
、
理
由
中
で
判
断
す
れ
ば
足
り
た
無
罪
判
断
を
主
文
で
言
い
渡
し
、
そ
の
点
が
検
察
官
の
上
告
な
し
に
確
定
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
共
謀
に
よ
る
供
与
罪
に
つ
い
て
の
無
罪
判
決
は
確
定
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
か
、
ま
た
、
も
し
確
(
8
)
 

定
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
確
定
判
決
の
既
判
力
は
交
付
罪
に
も
及
ぶ
か
ど
う
か
と
い
う
、
刑
事
訴
訟
法
上
の
困
難
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

(
9
)
 

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
学
説
上
大
い
に
争
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
応
措
く
と
し
て
、

な
ら
な
い
」

こ
こ
で
は
、
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
実
体
法
的
関
係
に
の
み
着
目
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

三
八
九

こ
れ
に
つ
い

こ
の
よ
う
な
訴
訟
法
上
の
困
難
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

た
だ
ち
に
こ
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
も
の
と
解
す

そ
の
一
方
を
も
つ
て
処
罰
す
れ
ば
他
方
の
処
罰
は
当
然
こ
れ
に
包
摂
さ
な
お

と
う
て
い
右
判
旨
の
予
想
し
な
い
と
こ
ろ
と
い
わ
な
け
れ
ば

こ
れ
に
対
し
て
は
、
交
付
罪
と
し
て
処
罰
で
き
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そ
れ
は
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

う
問
題
は
、

こ
れ
は
、
構
成
要
件
に
該
当
し
違
法
で
有
責
な
行
為
に
つ

三
九
〇

い
わ
ば

て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
多
数
意
見
は
、
供
与
行
為
が
「
現
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
以
上
」
交

い
わ
ゆ
る
「
成
立
の
吸
収
」
説
な
い
し
「
犯
罪
の
吸
収
」
説
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

長
部
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
「
そ
の
一
方
を
も
つ
て
処
罰
す
れ
ば
他
方
の
処
罰
は
当
然
こ
れ
に
包
摂
さ
れ
る
と
す
る
趣
旨
」
に
理
解
し
て

お
り
、
吸
収
の
母
体
と
な
る
べ
き
行
為
の
処
罰
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
吸
収
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

(10)

（

11) 

「
処
罰
の
吸
収
」
説
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
成
立
の
吸
収
」
説
を
妥
当
と
す
る
見
解
と
、
「
処

(12) 

罰
の
吸
収
」
説
を
妥
当
と
す
る
見
解
と
に
分
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
、
「
吸
収
」
の
意
味
が
何
通
り
に
も
解
せ
ら
れ
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
判
例
の
い
う
犯
罪
の
「
吸

収
」
と
い
う
概
念
自
体
不
明
確
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
り
、
そ
の
不
合
理
性
が
露
呈
さ
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

罪
数
概
念
自
体
の
理
解
不
足
に
よ
る
も
の
と
も
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

と
こ
ろ
で
、

い
て
の
み
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
が
構
成
要
件
に
該
当
せ
ず
、

犯
罪
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
り
、

付
罪
は
そ
れ
に
吸
収
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

ま
た
、

そ
れ
は
、

こ
こ
で
は
交
付
罪
と
供
与
罪
が
罪
数
論
上
如
何
な
る
関
係
に

立
つ
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、
供
与
罪
が
何
ら
か
の
理
由
で
処
罰
で
き
な
い
と
き
に
交
付
罪
と
し
て
処
罰
で
き
る
か
と
い

一
定
の
罪
数
関
係
か
ら
生
ず
る
当
然
の
法
的
効
果
と
し
て
考
え
れ
ば
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。
判
例
の
い
う
「
吸
収
」
概
念
が

「
成
立
の
吸
収
」
な
い
し
「
犯
罪
の
吸
収
」
を
意
味
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
処
罰
の
吸
収
」
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
議
論
は
、

本
末
転
倒
で
あ
っ
て
、
交
付
罪
と
供
与
罪
が
一
罪
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
罪
数
論
上
如
何
な
る
形
態
の
一
罪
で
あ
る
か
が
確
定
さ
れ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
罪
数
と
は
成
立
す
る
犯
罪
の
数
の
問
題
で
あ
る
が
、又
は
、
違
法
性
な
い
し
責
任
の
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
段
階
で

こ
の
よ
う
な
も
の
は
そ
も
そ
も
罪
数
判
断
の
対
象
と
な
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、

供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
た
後
で
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
共
謀
に
よ
る
供
与
罪
が
構
成
要
件
該
当
性
の
欠
如
な
い
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て、 回
的
に
評
価
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

し
、
違
法
性
・
責
任
が
欠
如
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
罪
数
判
断
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
存
在
す
る
の
は
交
付
．
受
交
付
行
為

の
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
れ
は
包
括
一
罪

こ
れ
は
、
「
処
罰
の
吸
収
」
説
が
妥
当
と
い
う
の
で
は
な
く
、

こ
れ
は
結

こ
れ
に
よ
っ
て
交

こ
れ
は
、
交
付
．
受
交
付
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
で
有

こ
れ
が
犯
罪
成
立
要
件
を
満
た
す
限
り
、
処
罰
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
供
与
罪
が
何
ら
か
の
理

由
で
処
罰
で
き
な
い
と
き
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
が
、
犯
罪
成
立
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
い
う
理
由
で
処
罰
で
き
な
い
と
き
に
は
、
両
者
の

罪
数
関
係
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
交
付
罪
で
処
罰
で
き
る
と
い
っ
て
も
、

に
よ
る
も
の
で
な
い
点
を
ま
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
供
与
の
共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
に
供
与
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
は
包
括
一

罪
と
な
る
と
解
す
べ
き
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
、

局
、
前
述
の
「
処
罰
の
吸
収
」
説
の
考
え
方
に
他
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、

そ
れ
は
一
定
の
罪
数
概
念
の
法
的
効
果

責
な
行
為
と
、
供
与
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
で
有
責
な
行
為
と
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
供
与
罪
の
罰
条
に
よ
っ
て
全
て
を
一

こ
の
場
合
、
供
与
罪
の
一
罪
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

(14) 

付
．
受
交
付
行
為
の
可
罰
性
が
失
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
可
罰
性
を
も
っ
た
行
為
で
あ
り
な
が
ら
、
供
与
罪
と
し
て
の
処

罰
に
よ
っ
て
交
付
．
受
交
付
行
為
も
共
に
処
罰
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
二
つ
の
行
為
に
つ
い

(15)

（

16) 

一
方
の
行
為
が
何
ら
か
の
理
由
で
処
罰
で
き
な
い
と
き
は
、
他
方
の
行
為
で
処
罰
し
う
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、

包
括
一
罪
の
場
合
の
当
然
の
法
的
効
果
と
し
て
こ
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
成
立
の
吸
収
」
説
な
い
し
「
犯

(17) 

罪
の
吸
収
」
説
は
、
供
与
罪
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
交
付
行
為
は
不
可
罰
と
な
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
っ
て
、

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
こ
の
場
合
は
妥
当
で
な
い
。
そ
こ
で
、
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
の
事
案
の
場
合
、
共
謀
に
よ
る
供
与

行
為
に
関
す
る
無
罪
判
決
の
効
力
が
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
と
い
う
訴
訟
法
上
の
重
要
な
問
題
が
あ
る
が
、
も
し
こ
の
場
合
を
、
何
ら
か
の
訴

(18) 

訟
障
害
に
よ
っ
て
供
与
罪
が
処
罰
で
き
な
い
場
合
と
同
視
で
き
る
な
ら
ば
、
交
付
行
為
に
つ
い
て
処
罰
で
き
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

そ
れ
は
処
罰
で
き
な
い
と
し
た
多
数
意
見
は
妥
当
で
な
く
、

三
九
二

そ
の
処
罰
を
可
能
と
す
る
長
部
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
妥
当
で

谷
ロ
・
前
掲
判
例
時
報
五
一
一
．
一
号
一
四
四
頁
、
小
林
・
前
掲
「
公
選
法
」
二
九
一
頁
、
堀
田
・
前
掲
論
文
三
五
頁
、
安
村
・
前
掲
判
例
解
説
四
五
六
頁
（
注

-
）
、
鬼
塚
賢
太
郎
．
「
公
職
選
挙
法
に
定
め
る
金
銭
供
与
の
罪
に
関
す
る
共
同
謀
議
、
等
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
昭
和
四
十
三
年
度
（
昭
和
四

四
年
）

:o九
頁
。

堀
田
・
前
掲
論
文
一
ご
五
頁
、
安
村
・
前
掲
判
例
解
説
四
五
六
頁
（
注
一
）
。

な
お
、
谷
口
•
前
掲
判
例
時
報
五
三
一
号
一
四
五
頁
、
安
村
・
前
掲
判
例
解
説
四
五
六
頁
（
注
一
）
参
照
。

「
成
立
の
吸
収
」
説
と
「
犯
罪
の
吸
収
」
説
の
違
い
は
、
前
者
が
訴
訟
手
続
上
供
与
行
為
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
と
き
を
問
題
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者

は
訴
訟
手
続
を
捨
象
し
て
純
粋
に
実
体
法
上
供
与
行
為
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
と
き
を
問
題
と
す
る
点
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

最
判
昭
和
四
三
年
三
月
ご
一
日
刑
集
―
―
二
巻
三
号
九
五
頁
。
な
お
、
こ
れ
は
前
掲
昭
和
四
五
年
の
最
高
裁
決
定
と
同
事
件
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
実
際
に
は
、
訴
訟
の
経
過
が
特
異
で
あ
っ
た
た
め
、
問
題
が
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
略
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
次
第
一
審
で
は
、
被
告
人
は

T
に
対
す
る
交
付
の
事
実
で
起
訴
さ
れ
、
こ
れ
が
有
罪
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
次
控
訴
審
で
は
、

T
が
供
与
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
被
告
人
と

T
と
の
間
に
共
謀
の
あ
っ
た
こ
と
が
証
拠
上
窺
わ
れ
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
交
付
罪
は
供
与
罪
に
吸
収

さ
れ
、
供
与
罪
の
み
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
と
し
て
原
判
決
を
破
棄
、
差
戻
し
た
。
そ
し
て
、
差
戻
後
、
検
察
官
は
、

T
の
供
与
に
つ
い
て
被
告
人
が
こ

れ
を
共
謀
し
て
な
し
た
と
し
て
追
起
訴
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
次
第

1

審
は
、
共
謀
に
よ
る
供
与
罪
に
つ
い
て
被
告
人
は

T
と
の
間
の
共
謀
が
証

明
さ
れ
な
い
と
し
て
無
罪
と
し
、
被
告
人
の

T
に
対
す
る
交
付
罪
と
し
て
の
み
有
罪
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
有
罪
部
分
に
つ
き
弁
護
人
か
ら
、
無

罪
部
分
に
つ
き
検
察
官
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
控
訴
が
申
し
立
て
ら
れ
た
が
、
第
一
ぷ
次
控
訴
審
は
双
方
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
被
告
人
は
そ
の

有
罪
部
分
に
対
し
て
上
告
を
中
立
て
た
が
、
検
察
官
は
無
罪
部
分
に
対
し
て
上
告
を
申
立
て
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
青
柳
•
前
掲
判
例
評
釈
-
＾
七
頁
参
照
。

鬼
塚
・
前
掲
判
例
解
説

!
Q
四
貞
、
谷
口
•
前
掲
判
例
時
報
五

1
1一
一
口
弓
一
四
四
頁
。

こ
の
問
題
は
、

F
級
審
が

A
.
B
両
事
実
を
併
合
罪
と
考
え
、

A
を
有
罪
、

B
を
無
罪
と
し
て
、

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
主
文
で
言
い
渡
し
た
場
合
、

被
告
人
が

A
の
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 
有
罪
蔀
分
に
つ
い
て
一
部
上
訴
を
し
た
が
、
上
級
審
が

A
.
B
両
事
実
を
↓
罪
と
み
た
場
合
の
処
理
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
と
い
う
形
で
議
論
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
馬
の
判
例
（
最
判
昭
和
三
四
年
―
二
月
一
一
日
刑
集
二
二
巻
二
こ
号
一
1

二
九
五
頁
）
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

鬼
塚
・
前
掲
判
例
解
説

!
Q
四
頁
以
下
、
松
本
・
前
掲
判
例
研
究
八
八
頁
以
下
、
正
田
満
一
二
郎
．
「
公
訴
事
実
同
一
性
の
判
断
と
訴
因
お
よ
び
訴
因
複
合

の
機
能

(
3
)
」
判
例
時
報
五
四
二
号
（
昭
和
四
四
年
）
八
頁
以
下
、
中
野
次
雄
・
「
上
訴
一
般
し
刑
事
訴
訟
法
演
習
（
昭
和
三
七
年
）
―
七
三
頁
以
下
参

照。鬼塚
•
前
掲
判
例
解
説
二

0
九
頁
、
堀
田
・
前
掲
論
文
三
」
ハ
頁
、
安
村
・
前
掲
判
例
解
説
四
五
」
ハ
頁
（
注
．
）
、
小
林
・
前
掲
「
公
選
法
ー
→
．
九
二
貝
。

小
林
・
前
掲
「
公
選
法
」
二
九
一

1

貞
、
堀
田
・
前
掲
論
文
↓
；
一
八
頁
。

谷
口
•
前
掲
判
例
時
報
五
；
：
2
万

1

四
五
頁
。
な
お
、
東
京
高
判
昭
和
四
二
年

1

一
月
二
九
日
判
例
時
報
五
ニ
ハ
号
七
八
頁
参
照
。

な
お
、
谷
ロ
・
前
掲
判
例
時
報
五
三

1

号
一
四
五
頁
、
安
村
・
前
掲
判
例
解
説
四
五
六
頁
（
注
一
）
参
照
。

山
火
・
前
掲
注
釈
特
別
刑
法
五
六
五
頁
。

例
え
ば
、
訴
訟
障
害
に
よ
っ
て
処
罰
で
き
な
い
と
き
。

こ
の
場
合
、
罪
数
の
観
念
自
体
は
存
在
す
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
罪
の
一
部
の
み
が
有
罪
と
さ
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
、
不
可
罰
的
事
後

行
為
の
場
合
に
も
同
様
の
現
象
が
生
ず
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
•
「
不
可
罰
的
事
後
行
為
の
法
的
性
格
」
香
川
法
学
五
巻
四
号
（
昭
和
六
一
年
）

二
―
頁
以
下
参
照
。

あ
る
行
為
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
訴
訟
手
続
を
経
て
は
じ
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
、
訴
訟
手
続
を
捨
象
し
た
観
念
と
し
て
の
「
犯
罪
の
吸
収
」
と
い
う
概
念
は
そ
も
そ
も
無
意
味
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
安
村
・
前
掲
判
例
解
説
四
五
六
頁
（
注
一
）
参
照
。

こ
の
場
合
、
交
付
罪
と
供
与
罪
は
本
来
的
一
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
供
与
罪
に
つ
い
て
の
無
罪
判
決
の
既
判
力
が
交
付
罪
に
も
及
ぶ
と
解
す
る
な
ら
、
交

付
罪
と
し
て
処
罰
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
別
問
題
で
あ
る
。

三
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多
数
意
見
の
考
え
方
は
妥
当
で
な
い
の
で
あ
り
、

ま
た
、

交
付
．
受
交
付
罪
と
供
与
罪
と
の
関
係
に
関
連
し
て
、

共
謀
者
間
で
金
銭
の
授
受
が
な
さ
れ
た
後
で
供
与
が
実
行
さ
れ
た
と
い
う
基
本
的
事
例
に
関
し
て
、
交
付
罪
と
し
て
の
み
起
訴
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
選
挙
運
動
者
た
る
乙
に
対
し
、
甲
が
公
職
選
挙
法
ニ
ニ

一
条
一
項
一
号
所
定
の
目
的
を
も
つ
て
金
銭
等
を
交
付
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
た
と
え
、
甲
乙
間
で
右
金
銭
等
を
第
三
者
に
供
与

す
る
こ
と
の
共
謀
が
あ
り
乙
が
右
共
謀
の
趣
旨
に
従
い
こ
れ
を
第
三
者
に
供
与
し
た
疑
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
検
察
官
は
、
立
証
の
難

易
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
甲
を
交
付
罪
の
み
で
起
訴
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
決
定
の
趣
旨

は
、
前
掲
の
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
の
多
数
意
見
を
徹
底
す
る
と
、
「
交
付
罪
で
起
訴
さ
れ
た
被
告
人
が
、
受
交
付
者
と
の
供
与
の
共

謀
及
び
そ
の
実
行
行
為
の
存
在
を
主
張
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
訴
因
と
さ
れ
て
い
な
い
供
与
罪
の
成
否
に
つ
い
て
ま
で
審
理
し
、
同

罪
の
成
立
に
つ
き
消
極
の
判
断
に
達
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
交
付
罪
に
よ
り
被
告
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
議
論
も
成

立
す
る
余
地
が
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
否
定
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
四
三
年
最
高
裁
判
決
の

が
不
明
確
で
あ
り
、
妥
当
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
見
に
よ
る
と
、
こ
の
場
合
、
交
付
行
為
と
供
与
行
為
は
包
括
一
罪
と
な
る
の
で
あ
り
、

交
付
罪
と
し
て
の
み
の
起
訴
は
、
包
括
一
罪
の
一
部
起
訴
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

が
許
さ
れ
る
か
と
い
う
、
純
粋
に
訴
訟
法
的
問
題
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

あ
る
か
を
考
え
れ
ば
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
る
問
題
で
あ
り
、
包
括
一
罪
の
一
っ
の
訴
訟
法
的
効
果
と
考
え
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

五

お

わ

り

に

三
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さ
ら
に
、
昭
和
五
九
年
の
最
高
裁
決
定
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
供
与
の

こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
の
も
、
要
す
る
に
、
判
例
の
い
う
「
吸
収
」
概
念

そ
こ
に
は
、
包
括
一
罪
の
一
部
起
訴

そ
し
て
、
こ
れ
も
、
包
括
一
罪
が
ど
の
よ
う
な
形
態
の
一
罪
でし
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公職選挙法上の交付・受交付罪と供与罪との罪数関係
ー最高裁判例における犯罪の「吸収」概念の検討ー（虫明）

こ
の
訴
訟
法
的
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

(
l
)
最
決
昭
和
五
九
年
．
月
↓
し
七
日
刑
集
．．
 
1

八
巻

1

号
一
三
4

ハ
頁
。

(
2
)
木
谷
明
•
「
交
付
さ
れ
た
金
銭
等
が
交
付
者
と
の
共
謀
の
趣
旨
に
従
い
受
交
付
者
か
ら
第
三
者
に
供
与
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
場
合
と
交
付
罪
に
よ
る
起
訴

の
nJ
否
、
等
L

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
．
↓
号
（
昭
和
五
九
年
）
六
五
頁
。

〔
追
記
〕
脱
稿
後
、
丸
山
雅
夫
．
「
罪
数
論
の
一
側
面
ー
選
挙
犯
罪
に
お
け
る
供
与
罪
と
（
受
）
交
付
罪
に
関
す
る
判
例
を
中
心
と
し
て
ー
」
商
学
討
究
一
二
八

巻
一
一
号
（
昭
和
六
二
年
）
二
七
頁
以
下
に
接
し
た
。

か
し
、

三
九
五
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